
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
、
日
本
人
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
年
で
あ

り
ま
し
た
。「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人

の
た
め
に
」
と
い
う
ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

も
共
通
し
て
お
り
、市
民
の
皆
様
と
市
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
本
市
の
明
る
い
未
来
が
開
け
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
５
月
３０
日
に
は
、国
内
最
高
峰
の
自
転
車
レ
ー
ス「
ツ

ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
京
都
ス
テ
ー
ジ
が
本
市
で
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
本
市
に

集
結
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
京
田
辺
に
観
戦
に

訪
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

レ
ー
ス
を
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
せ
ず
、
自
然
豊
か
な
ふ
る

さ
と
京
田
辺
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
に
も
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
環
境
整
備
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
新
た
な
大
動
脈
と
な
る
新
名
神
高
速
道
路

の
本
市
区
間
の
開
通
も
、
平
成
２８
年
度
末
に
近
づ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
市
内
産
業
の
振
興
に
努
め
る

と
と
も
に
、
京
都
府
南
部
の
中
核
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
京
田
辺
の
明
日
に
向
け
、
皆
様
と
一
緒
に
元
気

い
っ
ぱ
い
飛
び
出
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
爽
気
香
る
新
春
を
心
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
、
我
が
国
も
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
問
題
に
影
響
を
受
け
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
国
内
の
状
況

だ
け
で
な
く
、
少
な
か
ら
ず
遠
い
諸
外
国
の
出
来
事
に
影
響

を
受
け
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

今
や
私
た
ち
も
、
世
界
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
市
民
生
活

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
り
ま
す
。　

さ
て
、
本
市
議
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
始
め
、

は
や
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
皆
様
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
発
言
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

乗
っ
て
、
世
界
を
駆
け
巡
る
こ
と
は
、
そ
の
発
言
が
大
き
な

潮
流
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
改
め
て
私
た
ち
議
員
は
、

そ
の
責
任
と
使
命
を
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
議
会
と
し
て
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
施
策
を
議
論
し
、
反
映
し

て
行
く
こ
と
が
議
会
の
責
任
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

*
*
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市
は
、
４
月
に
採
用
す
る
正

職
員
・
非
常
勤
嘱
託
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
資
格
な
ど
＝
下

表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
試
験
案
内
を
確

認
し
、
申
込
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い郵

送
・
代
理
人
に
よ
る
提
出

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
日
＝
４
月
１
日

市
・
教
育
委
員
会
は
、
４
月

以
降
に
採
用
す
る
臨
時
職
員
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
登
録

者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
は
、
募
集
要

項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種
・
受
付
期
間
な
ど

＝
下
表
の
と
お
り

採
用
＝
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
名
簿
に
登
録
し
、
必
要
に
応

じ
て
申
込
書
類
・
面
談
結
果
な

ど
で
選
考
し
、
採
用
し
ま
す

私たちが出すごみのうち、
缶・ビン・ペットボトルなど約
15％がリサイクルされ、残り
の約 85％は焼却されます。
焼やすごみのうち、最も多い
のが生ごみ・食べ残しなどで、
約 40％を占めています。生ご
みはしっかりと水切りをすれ
ば、約 10％重さを減らせます。
また、燃やすごみの中には、

新聞・段ボール・食品トレイな
ど、資源としてリサイクルでき
るものが約 20％含まれていま
す。これらを分別し、公民館・
自治会などの拠点・集団回収を
利用することで、燃やすごみの
量はまだまだ減らせます。
皆さんも、今日から「しっか
り水切り・きちんと分別」を実
践しましょう。

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本

計
画
は
、
ご
み
の
新
し
い
分
別
区
分

や
、粗
大
ご
み
の
減
量
化
（
有
料
化
・

戸
別
収
集
）
な
ど
、
ご
み
に
関
す
る

基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間
＝
１
月
５
日
㈫
～
２
月

４
日
㈭
（
必
着
）

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時

応
募
・
問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不

要
〉、
☎
６８
・
１
２
８
８
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スseisou@kyotanabe.jp

）
　  

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

　  

交
付
が
始
ま
り
ま
す

【
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
】

▼
顔
写
真
・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付

き
の
カ
ー
ド
で
、
本
人
確
認
書

類
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
▼
確

定
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど

の
電
子
申
請
に
使
用
で
き
ま
す

▼
裏
面
に
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す

申
請
方
法
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
申
請
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー

ド
に
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い交

付
＝
個
人
番
号
カ
ー
ド
は

即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

し
た
人
は
、
後
日
郵
送
す
る
案

内
を
確
認
し
、
受
け
取
り
日
時

を
予
約
の
上
、
来
庁
し
て
く
だ

さ
い
。申
請
が
集
中
し
た
場
合
、

交
付
ま
で
に
１
カ
月
以
上
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
の

　  

受
付
時
間
を
拡
大

市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
専
用
窓
口
の
受
付
時
間

を
、次
の
と
お
り
拡
大
し
ま
す
。

平
日
＝
１
月
４
日
㈪
～
３
月

３１
日
㈭
。
い
ず
れ
も
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
８
時
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
は
午
後
６
時
３０

分
ま
で
）

土
・
日
曜
日
＝
１
月
２３
日
㈯
・

２４
日
㈰
・
３０
日
㈯
・
３１
日
㈰
、

２
月
１３
日
㈯
・
１４
日
㈰
・
２７
日

㈯
・
２８
日
㈰
、
３
月
１２
日
㈯
・

１３
日
㈰
・
２６
日
㈯
・
２７
日
㈰
。

い
ず
れ
も
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
１５
分
（
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
）

【
問
合
せ
先
】

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
１
２
０
・
９
５
０
・
１
７
８
）

▼
京
田
辺
市
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
１
２
０
・
０
７
７
・
３
１
２
）

市
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

し
て
い
ま
す
。

２
月
に
国
保
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収
で
納
付

し
た
人
は
、
原
則
と
し
て
４
・
６
・

８
月
も
２
月
と
同
額
が
特
別
徴
収

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
主
が

４
月
か
ら
平
成
２９
年
３
月
末
ま
で

に
７５
歳
に
な
る
場
合
は
、
４
月
以

降
の
国
保
税
は
特
別
徴
収
せ
ず
、

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
・
納
付
書

払
い
）
に
変
わ
り
ま
す
。

次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
４

月
以
降
、
新
た
に
特
別
徴
収
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
＝
▼
世
帯
主
が
国
保
加

入
者
▼
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全

員
が
６５
～
７４
歳
▼
年
額
１８
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
、
国
保
税
と

介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
天
引

き
の
対
象
と
な
る
年
金
額
の
２
分

の
１
を
超
え
な
い

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
▼

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
▼

年
額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
天
引
き

の
対
象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い

【
納
付
は
口
座
振
替
で
も
】

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
口
座
振
替
で
も
納
付
で
き
ま

す
。
１
月
２９
日
㈮
ま
で
に
手
続
き

す
る
と
、
４
月
分
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
し
ま
す
。

手
続
方
法
＝
市
内
の
指
定
金
融

機
関
に
通
帳
・
届
出
印
・
保
険
証

を
持
参
し
て
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
後
、
国
保
医
療
課
に
口
座
振

替
依
頼
書
の
控
え
・
保
険
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
（
▼
国
民
健
康

保
険
に
関
す
る
こ
と
…
☎
６４
・

１
３
３
２
▼
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
こ
と
…
☎
６４
・
１
３
７
４
）

可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設
整
備
基
本

計
画
は
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備

園
焼
却
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
、
後
継

施
設
の
整
備
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を

取
り
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間
＝
１
月
２５
日
㈪
～
２
月
２３

日
㈫
（
必
着
）

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時応

募
・
問
合
せ
先
＝
ご
み
広
域
処
理

推
進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住

所
不
要
〉、
☎
６８
・
１
２
８
８
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
スgomikouiki@kyotanabe.

jp

）

市
は
、
甘
南
備
園
の
ご
み
焼
却
炉
の
後
継
施

設
に
つ
い
て
、
枚
方
市
の
穂
谷
川
清
掃
工
場
と

の
共
同
処
理
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
昨
年
７
月
に
は
、
共
同
化
の
具
体
的
な
内

容
を
協
議
す
る
た
め
「
枚
方
市
・
京
田
辺
市
可

燃
ご
み
広
域
処
理
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

１２
月
２４
日
に
開
い
た
第
３
回
連
絡
協
議
会

で
は
、
事
業
実
施
主
体
で
あ
る
一
部
事
務
組
合

の
名
称
を
「
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
」
と

す
る
こ
と
や
、
執
行
体
制
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
可
燃
ご
み
広
域
処
理
施
設
の
建

設
や
運
営
管
理
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
、

よ
り
良
い
ご
み
処
理
施
策
の
実
現
に
取
り
組
み

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
ご
み
広
域
処
理
推
進
課
（
☎

６８
・
１
２
８
８
） 国

民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
も
年
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

２０
～
６０
歳
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
２０
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
勤
務
先
で

厚
生
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
を
除
き
ま
す
。

保
険
料　
（
平
成
２７
年
度
）
＝
月

額
１
万
５
千
５
９
０
円

手
続
き
先
＝
▼
学
生
・
自
営
業
者

な
ど
…
市
役
所
・
年
金
事
務
所
▼
会

社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶

者
…
会
社
員
・
公
務
員
の
勤
務
先

納
付
方
法
＝
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納

付
・
電
子
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す

【
保
険
料
の
納
付
猶
予
・
免
除
も
】

学
生
や
、
収
入
が
少
な
く
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い

人
に
は
、
納
付
猶
予
・
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、
老
齢
・
障
害
年
金
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
り
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・
１
３
３
３
）
▼
京
都
南
年

金
事
務
所
（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

市
は
、ご
み
に
関
す
る
各
種
計
画
の
見
直
し
・

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
計
画
に
つ
い
て
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
▼
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る

人
▼
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

人
・
団
体

資
料
閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
、
経
済
環
境
政
策
推

進
室
、
中
央
図
書
館
、
中
央
図
書
館
北
部
・
中

部
分
室
、
三
山
木
福
祉
会
館

応
募
方
法
＝
資
料
閲
覧
場
所
に
あ
る
募
集
用

紙
に
住
所
・
氏
名
・
意
見
を
書
い
て
、
持
参
・

郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

私たちは毎日、たくさんのごみを出しながら暮らしていま
す。どれくらいのごみを出していて、処理するためにいくら
ぐらいの費用が必要かご存じですか？
本市で 1年間に出るごみの量は約 20,773 トンで、収集・
処理に掛かる費用は約 7億 2,000 万円。費用の多くは私たち
の税金で賄われています。また、ごみを焼却すると地球温暖
化の原因となるCO2も発生します。
ごみを減らすことは、地球と財布に優しい暮らしを実現す
ること。必要なのは、私たち一人ひとりのちょっとした心掛
けです。ごみ減量のヒントを 3回シリーズで紹介します。
問合せ先＝清掃衛生課（☎ 68-1288）

シリーズ① しっかり水切り・きちんと分別

市
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
委
員
会
の
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

同
委
員
会
は
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
施
策
を
円

滑
に
運
営
す
る
た
め
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
進

行
管
理
や
次
期
計
画
の
策
定
、
施
策
の
検
討
な
ど
を

行
い
ま
す
。
あ
な
た
の
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る
４０
歳
以
上
で
、
平
日
午

後
に
開
く
会
議
に
出
席
で
き
る
人

会
議
の
回
数
＝
年
４
回
程
度

任
期
＝
平
成
３０
年
１２
月
３１
日
ま
で
。
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人

応
募
方
法
＝
任
意
の
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
書
き
、
作
文
（
市

民
の
視
点
で
見
る
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
。
８
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
、
持
参
・
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２２
日
㈮

応
募
・
問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
７
３
）

市
は
、
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の
市
民
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

同
委
員
会
は
市
民
・
学
識
経
験
者
・
福
祉
団
体
関

係
者
な
ど
で
構
成
し
、
す
べ
て
の
人
が
自
立
し
て
幸

せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
題
解
決

の
た
め
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
次
期

計
画
の
策
定
に
、
あ
な
た
の
声
を
届
け
ま
せ
ん
か
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以

上
で
、
平
日
昼
間
に
開
く
会
議
に
出
席
で
き
る
人

会
議
の
回
数
＝
年
３
回
程
度

任
期
＝
１
年
。
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人

応
募
方
法
＝
任
意
の
用
紙
に
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
書
き
、
応
募
の
理
由
と

作
文
（
福
祉
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
。
８
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
、
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２２
日
㈮

応
募
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎

６４
・
１
３
７
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スfukushi@

kyotanabe.jp

）
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市は、広報京たなべの新しい名前（愛称）
を募集します。

暮らしに役立つ広報紙として、市民のみ
なさんに親しまれ、伸びゆくまち京田辺に
誇りと愛着を持ってもらえるような愛称を
お待ちしています。

愛称は選考により決定し、広報京たなべ
3 月 15 日号で発表します。なお、決定し
た愛称の著作権など一切の権利は市に帰属
します。
応募方法＝はがき・℻・電子メールに、

愛称（何点でも可）・名付けた理由・氏名
（ふりがな）・住所・電話番号を書いて応募
してください
しめきり＝ 1 月２２日㈮
応募・問合せ先＝秘書広報課（〒 610-

0393〈 住 所 不 要 〉、 ☎ 64-1320、 ℻ 62-
3830、メールアドレス mayor@kyotanabe.jp）

市
は
、
歯
周
病
予
防
講
座
を
開
き
ま

す
。成

人
が
歯
を
失
う
大
き
な
原
因
は
歯

周
病
で
す
。
歯
周
病
は
２０
歳
代
か
ら

徐
々
に
増
え
始
め
、
４０
歳
以
上
で
は

８０
％
以
上
の
人
が
気
付
か
な
い
ま
ま
歯

周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
た
り
、
口
臭
が

気
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
最
新
の
歯
周
病
予
防
と
お
口
ケ

ア
術
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
参
加

者
に
は
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。日

に
ち
＝
３
月
２
日
㈬

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
人
。
保
育

（
６
カ
月
～
就
学
前
。
先
着
１５
人
）
が

あ
り
ま
す

内
容
＝
下
表
の
と
お
り

定
員
＝
３０
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
間
＝
１
月
４
日
㈪
～
２
月
１２

日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課（
☎

６４
・
１
３
３
５
）

暮
ら
し
の
情
報
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
身
近
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

日
時
・
内
容
＝
下
表
の
と
お
り

場
所
＝
八
幡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
各
先
着
３０
人

申
込
方
法
＝
電
話
か
℻
で
、
氏
名
、
年
齢
、
自
宅
・

勤
務
先
・
通
学
先
の
市
町
村
名
、
電
話
番
号
、
希
望
す

る
講
座
番
号
（
複
数
申
込
可
）
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
京
都
府
消
費
生
活
安

全
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
５
・
６
７
１
・
０
０
３
０
）

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
ズ
京

都
（
☎
０
７
５
・
２
５
１
・
１
０
０
１
、
℻

０
７
５
・
２
５
１
・
１
０
０
３
）

日時＝ 2 月 5 日㈮午後 2 時～ 4 時
場所＝北部住民センター
対象＝市内に在住する認知症の人や家族
内容＝交流会
定員＝先着１５人
費用＝無料
申込方法＝電話で申し込んでください
申込・問合せ先＝地域包括支援センターあんあん市

役所（☎ 63-1268）

市と京田辺茶業青年団は、
第 42 回新春茶香服（ちゃか
ぶき）大会を開きます。

茶香服は、室町時代に流行
した茶席の遊びで、種類・産
地が違う 5 種類のお茶を、色・
香り・味などで飲み当てる
ゲームです。あなたも茶香服
チャンピオンを目指してみま
せんか。
日にち＝ 2 月 7 日㈰
時間＝午後 1 時～ 4 時

場所＝コミュニティホール
対象＝市内に在住する 5 人

で構成するチーム
定員＝先着 8 チーム
参加費＝無料
申込方法＝来店か電話で申

し込んでください
しめきり＝ 1 月 29 日㈮
申込・問合せ先＝ JA 京都

やましろ京田辺支店（☎ 62-
1177）

教
育
委
員
会
、市
立
幼
稚
園
園
長
会
・

教
育
研
究
会
は
、
京
田
辺
市
文
化
振
興

計
画
の
策
定
を
記
念
し
て
、「
幼
児
一

人
一
人
の
心
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に

市
立
幼
稚
園
児
の
絵
画
や
作
品
を
展
示

す
る
幼
稚
園
絵
画
展
を
開
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
生
活
・
遊
び
の
中
で

得
た
感
動
を
、
の
び
の
び
と
し
た
感
性

で
表
現
し
て
い
ま
す
。
表
現
力
豊
か
な

作
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
１
月
８
日
㈮
～
１１
日
㈷

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

３０
分場

所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
市
立
幼
稚
園
教
育
研
究

会
（
薪
幼
稚
園
内
、
☎
６３
・
１
９
１
１
）

京
田
辺
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
は
、
男
女
共
同

参
画
事
業
と
し
て
「
つ
な
が
る

出
あ
い　

と
も
に
助
け
あ
い　

学
び
あ
い　

高
め
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
京
田
辺
ふ
れ
あ
い

夢
フ
ェ
ス
タ
を
開
き
ま
す
。

難
病
を
乗
り
越
え
た
妻
と
献

身
的
に
支
え
る
夫
で
結
成
す
る

デ
ュ
オ
が
、
ト
ー
ク
と
音
楽
で

会
場
に
感
動
を
届
け
ま
す
。

日
に
ち
＝
１
月
３０
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
３０
分
～
午

後
４
時

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
手
作
り
品
の
販

売
・
体
験
ブ
ー
ス
（
竹
細
工
・

新
聞
ち
ぎ
り
絵
・
南
京
玉
す
だ

れ
な
ど
）・
模
擬
店
な
ど
▼
夫

婦
デ
ュ
オ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ

（
＝
写
真
）
に
よ
る
ト
ー
ク
と

コ
ン
サ
ー
ト
。
手
話
通
訳
が
あ

り
ま
す

託
児
を
希
望
す
る
人
は
１
月

１８
日
㈪
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
ふ
れ
あ

い
夢
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事

務
局
（
女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

内
、
☎
６５
・
３
７
０
９
） 市は、認知症家族交流会を開きます。

認知症への不安や介護の悩みを聞いてもらいた
いと思うことはありませんか？認知症の人や介護
をする人同士、不安や苦労を語り合いましょう。

一杯ずつ香りや味を確かめる参加者たち
（昨年の様子）

園児たちの感性に触れてみませんか

「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」

は
、
世
界
最
高
峰
の
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
」
と
同
様
、
複
数
の
都
市
を

転
戦
す
る
ス
テ
ー
ジ
レ
ー
ス
で

す
。初

戦
の
堺
ス
テ
ー
ジ
か
ら
最
終

戦
の
東
京
ス
テ
ー
ジ
ま
で
、
総
走

行
距
離
は
７
５
６
・
７
５
㎞
（
＝

左
図
）。
都
府
県
を
ま
た
い
で
行

わ
れ
る
国
内
唯
一
の
ス
テ
ー
ジ
レ

ー
ス
で
、
イ
ベ
ン
ト
規
模
は
ス
ポ

ー
ツ
分
野
で
は
国
内
最
大
級
で

す
。レ

ー
ス
で
は
、
１
０
０
分
の

１
秒
を
競
う
個
人
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
の
堺
ス
テ
ー
ジ
や
、
約

１
千
２
０
０
ｍ
も
の
標
高
差
を
一

気
に
登
る
富
士
山
ス
テ
ー
ジ
な

ど
、
各
地
の
特
色
を
生
か
し
た
多

彩
な
コ
ー
ス
が
選
手
た
ち
を
待
ち

受
け
ま
す
。こ
れ
ら
に
挑
む
の
は
、

世
界
の
ト
ッ
プ
で
活
躍
す
る
選
手

た
ち
。
選
手
は
８
日
間
で
８
都
市

を
巡
り
、
各
ス
テ
ー
ジ
や
ス
テ
ー

ジ
全
体
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
賞
を
争
い
ま
す
。

今
回
、
新
た
に
京
都
ス
テ
ー
ジ

が
追
加
さ
れ
、
全
国
で
８
都
市
し

か
な
い
レ
ー
ス
の
開
催
地
に
京
田

辺
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ー

ト
地
点
と
な
る
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い

の
駅
に
は
、
国
内
外
か
ら
集
ま
る

約
１
０
０
人
の
プ
ロ
選
手
や
チ
ー

ム
カ
ー
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
び
、

お
披
露
目
を
兼
ね
た
セ
レ
モ
ニ
ー

ラ
ン
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

京
都
ス
テ
ー
ジ
は
、
レ
ー
ス
２

日
目
の
５
月
３０
日
㈪
。
今
後
も
毎

年
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
記
念
す

べ
き
第
１
回
京
都
ス
テ
ー
ジ
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

今
年
５
月
に
、
本
市
と
精
華
町
を
舞
台
に
開
か
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
国
際
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
京
都
ス
テ
ー
ジ
。

皆
さ
ん
に
レ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
企
画
調
整
室
（
☎
６４
・
１
３
１
０
）

㊤プロチームや世界トップレベルで活躍する選手たちが参
戦。皆さんも一緒に、選手を応援しましょう（写真提供＝
TOUR OF JAPAN組織委員会）。
㊦5月29日の堺ステージを皮切りに、8日間かけて大規模な
ステージレースが展開されます。

市
は
、ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
樹
木
の
枝
・

葉
な
ど
を
細
か
く
チ
ッ
プ
化
し
、
無
料
配
布

し
ま
す
。
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
最

適
で
す
。

日
に
ち
＝
２
月
２１
日
㈰

時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
３
時
３０
分

場
所
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
天
王
碧
水
園

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
人

配
布
量
＝
車
１
台
に
つ
き
５
袋
程
度
（
１

袋
４５
ℓ
）

申
込
状
況
に
よ
っ
て
配
布
量
が
変
わ
り
ま

す
。申

込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に

「
チ
ッ
プ
希
望
」・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、
返
信
用
に
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２２
日
㈮
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先=

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

甘
南
備
園
（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺

市
田
辺
ボ
ケ
谷
５８
、
☎
６２
・
４
３
２
８
）
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保険税（料）
納付済確認書を郵送
市は、1 月下旬に国民健康保険税・

後期高齢者医療保険料・介護保険料
の「確定申告用納付済確認書」を郵
送します。平成 27 年中に納付した
保険税（料）は、同年分の確定申告
などで費用を負担した人の社会保険
料控除として申告できます。なお、
特別徴収（年金天引き）で納付した
場合、社会保険料控除として申告で
きるのは年金受給者本人に限られ
ます問▼国保医療課（☎ 64-1332、
☎ 64-1374） ▼高齢介護課（☎ 64-
1373）

都市計画案の縦覧
1 月下旬～ 2 月上旬（日程は☎で

問い合わせてください）、計画交通
課 京田辺松井インター東地区・同
西地区・松井山手地区の地区計画と、
用途地域・高度地区・特別工業地区
の決定・変更に関する都市計画案の
縦覧。内容について意見書を提出で
きます。期間中、京都府が決定する
区域区分の変更案についても府都市
計画課・山城北土木事務所・市計画
交通課で縦覧できます問計画交通課

（☎ 63-1219）

水道検針員を募集
市内に在住する 60

歳以下で、5 年以上勤
務できる人。学生を除
く 水道メーターの検
針・お知らせ配布。契
約期間＝ 2 月 1 日～ 3 月 31 日（更
新あり）。委託料＝検針1件64円（月
1,000 件程度） 1 人 1 月 4 日
㈪～ 13 日㈬の平日 8 時 30 分～ 17
時 15 分に履歴書を持参。面接日を
後 日 連 絡 問 経 営 管 理 室（ ☎ 62-
0414）

パパさんDAY
1 月 23 日㈯ 10 時～ 11 時 30 分、

普賢寺児童館 1・2 歳児と父親
パパと凧作り・凧揚げ 先着 15 組

1 月 4 日㈪～ 22 日㈮に来館・☎
問普賢寺児童館（☎ 65-0153）

おひなさま作り
2 月 17 日㈬ 13 時～ 16 時 30 分、

女性交流支援ルーム 市内に在住・
通勤する人 紙粘土のおひなさまに
絵付け。講師＝枚方市メルヘン工房
わたすげの吉田恭子さん。希望者は
紙粘土製作もあり 先着 6 人
700 円 1 月 5 日㈫～ 20 日㈬に☎
問 女 性 交 流 支 援 ル ー ム（ ☎ 65-
3709）

応急手当普及員講習
2 月 27 日㈯～ 29 日㈪、消防署
京田辺市、井手・宇治田原町に在

住・通勤・通学する 18 歳～ 69 歳で、
普通・上級救命講習の修了者 消防
署員と共に応急手当を指導する応急
手当普及員の養成講座。心肺蘇生法
などを指導するための知識・技能な
ど 先着 10 人。4 人以下の場合は
中止 テキスト代が必要 1 月 5
日㈫～ 2 月 10 日㈬に来署・☎問消
防署（☎ 63-1125）

古文書を読む会
1 月 9 日㈯ 10 時～ 12 時、社会

福祉センター 講師＝精華町教育委
員会の中川博勝さん 300 円問京
田 辺 市 郷 土 史 会・ 土 居（ ☎ 63-
5473）

親子ふれあいあそび
▼ 1 月 18 日 ㈪ 1・2 歳 児

（H24.4.2 ～ H26.4.1 生） おやつ
作り 1 月 12 日㈫ 10 時以降に☎
▼ 1 月 25 日㈪ 0 歳児（H26.4.2
～ H27.4.1 生） 感触あそび 1
月 18 日㈪ 10 時以降に☎▼ 2 月 15
日㈪ 2 歳児（H24.4.2 ～H25.4.1
生） お買い物ごっこ 2 月 8 日
㈪ 10 時以降に☎。いずれも 10 時
～ 11 時、大住児童館 各回先着
15 組。同館の第 3 期親子教室参加
者 を 除 く 問 大 住 児 童 館（ ☎ 68-
2225）

親子のひろば
1 月 19 日㈫、2 月 2 日㈫・16 日

㈫、3 月 1 日 ㈫・15 日 ㈫ 10 時 ～
11 時、南山こどもセンター 1 歳
半～未就園児と保護者 工作・リズ
ム遊び・お絵かきなど 15 組 往
復はがきの往信用に親子の氏名・子
どもの生年月日・☎・小学校区を、
返信用に住所・氏名を書き、1 月
12 日㈫までに郵送問南山こどもセ
ンター（〒 610-0313 京田辺市三

署 市内に在住・通勤・通学する普
通救命講習の修了者 成人・小児・
乳児に対する心肺蘇生、AED（自
動体外式除細動器）の使用法、傷病
者の管理法、外傷の手当要領、搬送
法など 15 人 前日までに☎問▼
消防署（☎ 63-1125）▼消防署北
部分署（☎ 65-0119）

綴喜青少年の主張大会
1 月 24 日㈰ 13 時～ 16 時、井手

町自然休養村管理センター 京田
辺・八幡市､ 井手・宇治田原町の小・
中学生の発表。本市からは田辺東・
三山木小学校、大住・培良中学校が
参加問こども・学校サポート室（☎
64-1325）

犯罪被害者を支援する
講演会
1 月 28 日㈭ 13 時～ 14 時 30 分、

社会福祉センター テーマ＝生命を
越すものはない。講師＝交通事故遺
族で NPO 法人 KENTO 代表の児
島早苗さん問▼（公社）京都犯罪被害
者支援センター（☎075-415-3008）

JRふれあいハイキング
① 1 月 30 日 ㈯ 9 時 30 分、JR

同志社前駅集合（14 時 30 分ごろ
解散）。雨天中止 テーマ＝「継体
五年冬十月筒城宮に遷す」筒城宮は
何処？。コース＝筒城宮伝承地→寿
宝寺→穴山梅雪の墓→薬師山古墳→
咋岡神社（草内）→法泉寺→田辺高
校東南一帯→ JR 京田辺駅（約 10
㎞）。昼食・水筒を持参。弁当（600
円）予約可 300 円。寿宝寺拝観
は別途 300 円② 2 月 11 日㈷ 8 時
5 分、JR 同志社前駅集合（14 時ご
ろ解散）。雨天中止 テーマ＝二月
堂お水取りの竹送りを訪ねる。コー
ス＝普賢寺ふれあいの駅→大御堂観
音寺→山崎神社→竹取翁博物館→山
本の駅→ JR 三山木駅（約 6km）。
昼食・水筒を持参。弁当（600 円）
予約可 700 円（博物館入館料含
む）。観音寺拝観は別途 400 円 ①
は 1 月 28 日㈭、②は 2 月 9 日㈫
までに、住所・氏名・☎・参加人数・
弁当予約の有無を☎・ＦＡＸ・ 問京田
辺市観光ボランティアガイド協会

（市観光案内所内、☎ 68-2810、ＦＡＸ
68-2817、 info@kyotana.be）

第九コンサート
合唱団員募集
10 月 30 日㈰ 14 時から、同志社

女子大学新島記念講堂 意欲的に練
習できる人 15 回程度の練習あり

10,000 円 1 月 30 日㈯・2 月
6 日㈯ 10 時～ 12 時、1 月 31 日㈰
10 時～ 15 時に北部住民センター
へ参加費を持参問第九コンサート実
行委員会（中央公民館内、☎ 62-
2552）

そよかぜ入会説明会
1 月 30 日㈯ 10 時～ 10 時 30 分、

そよかぜ幼稚園 母と子の教室・そ
よかぜナースリー・ナースリーもも
の入会希望者問 NPO 法人そよかぜ

山木谷垣内 3-1、☎ 62-4458）

もどり場だんだん
▼ 1 月 13 日㈬、北部住民センター

▼ 1 月 27 日㈬、中部住民センター。
いずれも 10 時～ 16 時 子どもか
ら高齢者まで 交流会 300 円問
NPO 法人そよかぜ子育てサポート

（☎ 62-9672）

普通救命講習
▼ 1 月 13 日㈬ 9 時～ 12 時、消

防署 15 人▼ 1 月 16 日㈯ 9 時～
12 時、消防署北部分署 10 人
AED（自動体外式除細動器）を用
いた心肺蘇生の講習。一定以上の技
術習得者には修了証を発行 前日ま
でに☎問▼消防署（☎ 63-1125）
▼消防署北部分署（☎ 65-0119）

ノルディックウォーク
1 月 23 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時、

田辺中央体育館周辺 初心者歓迎。
用具貸出あり。雨天時は上履きを持
参 先着 30 人 1 月 16 日㈯まで
に☎問▼京田辺ネットワークの会か
がやき・奥西（☎ 62-1696）▼中
央公民館（☎ 62-2552）

はいはいサロン
1 月 19 日㈫ 10 時 30 分～ 11 時

30 分、女性交流支援ルーム 6 カ
月までの乳児と保護者 看護師の廣
澤真奈巳さんによる育児相談・交流
など 先着 8 組 100 円 親子の
氏名・子どもの生年月日・住所・☎・

を☎・ 問子育てママ応援し隊・
田中（☎ 090-2350-5105〈9 時～
17 時〉、 haihai.taichou@gmail.
com）

健康つぼ体操
1 月 19 日㈫、2 月 2 日㈫・16 日

㈫ 14 時～ 15 時 15 分、社会福祉
センター 市内に在住する人 つぼ
押し・体操など 各回先着 15 人
1 回 500 円問健康つぼ愛好会（☎
63-2055）

ゆめ！TUNAGU
フォーラム2016
1 月 20 日㈬ 13 時 30 分～ 17 時、

市商工会館 思春期からの健康づく
り、ライフプラン設計、妊娠・出産
の正しい知識など 先着 100 人問
山城北保健所（☎ 21-2192）

親子体操
1 月 20 日㈬ 10 時～ 11 時 15 分、

中部住民センター 2・3 歳児と保
護者 講師＝ジュニアスポーツ指導
員の山本ゆみ子さんなど。ボール・
なわとび（持っている人）・上靴・
タオルなどを持参問草内民生児童委
員協議会・今西（☎ 63-2939）

上級救命講習
1 月 23 日㈯ 9 時～ 17 時、消防

がん無料個別相談会
1 月 12 日 ㈫・2 月 9 日 ㈫ 13 時

～ 15 時 30 分、山城北保健所（宇
治市） 保健師・看護師による対面
相談。平日 9 時～ 16 時（12 時～
13 時を除く）は電話でも相談に応
じます 対面相談は☎で申し込み問
京都府がん総合相談支援センター

（☎ 0120-078-394）

介護講座
1 月 16 日㈯ 10 時～ 15 時、北部

住民センター 介護を学びたい人
▼認知症の理解と対応▼認知症予防
の実践▼介護講座～住環境の整備と
福祉用具の活用について～。実技あ
り ☎で申し込み問社会福祉協議会

（☎ 62-2222）

ひだまりの会
1 月 26 日㈫ 13 時 30 分～ 15 時、

府立洛南寮 市内に在住する高齢者
簡単なゲームなど 1 月 21 日㈭

までに☎問社会福祉協議会（☎ 62-
2222）

介護者交流会
1 月 25 日㈪ 13 時 30 分～ 15 時、

社会福祉センター 在宅で介護する
人 フラワーバスケット作り・懇談

300 円 ☎で申し込み問社会福
祉協議会（☎ 62-2222）

卓球を楽しもう
1 月 4 日㈪・11 日㈷・

23 日 ㈯・25 日 ㈪ 9 時
～ 16 時、 田 辺 中 央 体
育館 卓球台・ラケッ
トの貸し出し 1 人 1 時間 200 円。
小学生・障がいのある人は 100 円。
ラケット 2 本 100 円。ピン球 1 球
200 円（買い取り）問田辺中央体
育館（☎ 62-1501）

スポーツに親しむ日
1 月 16 日 ㈯ 9 時 30

分 ～ 12 時、 田 辺 中 央
体育館 バドミントン・
卓球・ミニバスケット・
跳び箱・ミニトランポリン・カロー
リングなどを楽しむことができます

100 円。小学生未満は無料問田
辺中央体育館（☎ 62-1501）

トレーニングルーム
利用講習会
▼ 1 月 17 日㈰ 10 時～ 12 時▼

1 月 29 日㈮ 19 時～ 21 時、田辺中
央体育館 市内に在住・通勤・通学
する 15 歳以上の人（中学生を除く）

田辺中央体育館トレーニングルー
ムの登録・利用者講習 1,000 円

来館・ （件名はトレーニングルー
ム利用講習会希望）・往復はがきの
往信用に希望日・住所・氏名・年齢・
☎・勤務先または学校名（市外の人）
を、返信用に住所・氏名を書いて各
回 7 日前（必着）までに申し込み。

は 7 日以内に返信あり問田辺中
央体育館（〒 610-0331　京田辺市
田 辺 丸 山 19、 ☎ 62-1501、  
gym@kyotanabe.jp）

くらしの資金貸し付け
一時的に生活・療養資金などが必

要な人のための、暮らしの資金貸付
制度 本市に住民登録があり 1 年
以上居住している世帯主。くらしの
資金や公的貸付金などの償還が済ん
でいない人・生活保護の受給者を除
く 1 世帯 10 万円以内 1 月 12
日㈫～ 18 日㈪平日 9 時～ 17 時に
来庁（12 時～ 13 時を除く）問社
会福祉課（☎ 64-1371）

文化財を火災から守ろう
1 月 26 日の文化財防火デーにち

なみ、消防本部は 1 月 20 日㈬～
26 日㈫を文化財防火週間としてい
ます。貴重な文化財を守るため、防
火に努めましょう問消防本部予防課

（☎ 63-7826）

子育てサポート（☎ 62-9015）

思春期相談「なごみ」
2 月 4 日 ㈭ 10 時 15 分 ～ 12 時

45 分、女性交流支援ルーム 思春
期の子どもを持つ保護者など 思春
期の子どもについての相談に応じま
す。相談員＝上級思春期保健相談士
の廣澤真奈巳さん 先着 2 人 ☎
で申し込み問女性交流支援ルーム

（☎ 65-3709）

そよかぜ体験会
2 月 6 日 ㈯ ▼ 10 時 ～ 11 時 30

分▼ 13 時～ 14 時 30 分、そよか
ぜナースリー 未就園児の親子 そ
よかぜナースリー・ナースリーもも
の体験会。親子で歌遊び・手遊び・
森の散歩 先着 12 組 ☎で申し込
み問 NPO 法人そよかぜ子育てサポ
ート（☎ 62-9015）

田辺混声合唱団
第12回定期演奏会
2 月 7 日 ㈰ 14 時 か ら（ 開 場 は

13 時 30 分）、秋篠音楽堂（奈良市）
組曲「地球に寄り添って」など。

整理券が必要問田辺混声合唱団・藤
本（☎ 090-3925-7137）
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【中央図書館】
▼毎週土曜日（2日㈯を除く）：
午後 3時～
▼ 6日㈬：午後 4時～
▼ 20日㈬：午後 4時～
▼ 2月 3日㈬：午後 4時～
▼ 2月 6日㈯：午後 3時～
【北部分室】
▼毎週土曜日（2日㈯を除く）：
午前 11時～
▼ 7日㈭：午後 3時 30分～
▼ 2 月 4 日㈭：午後 3 時 30
分～
【中部分室】
▼ 13日㈬：午後 4時～
▼ 20日㈬：午後 4時～
※おはなし会は各日
30分

▼ 13日㈬～ 17日㈰
日本折紙協会・折り
紙展示会：日本折紙協
会京都支部
▼ 19日㈫～ 24日㈰
障がい児を育てる親による写真
展「しあわせのかたち」：トレジ
ャーキッズ☆
▼ 30日㈯～ 2月 7日㈰（2月
1日㈪を除く）
第 4 回「子ども読書本のしお
りコンテスト」巡回展示：中央図
書館

▼ 2月 6日㈯…道▼ 20日㈯…
アヒルと鴨のコインロッカー
いずれも午前 10時 30分から。

【言わザル返上】

先月号の答え
えびいもの「三」色田楽でした。

はがきに次の質問の回
答と郵便番号・住所・氏
名・年齢・日中連絡がつ
く電話番号を書いて郵送
してください。応募は広
報紙のほか、京田辺市ｅ
モニター（たなモニ）で
も受け付けています。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企画やご意見
など

正解者の中から抽選で 3 名様に、7 人
制ラグビー日本代表として五輪出場に貢
献した同志社大学ラグビー部の松井千士
選手のサイン色紙をプレゼントします。

個人情報は賞品の発送のみに使用しま
す。また、いただいた意見や感想は広報
紙などで紹介する場合があります。なお、
ご意見に対する個別回答はできませんの
で、ご了承ください。

当選発表は、賞品の発送をもって代え
させていただきます。
しめきり＝ 1 月 15 日㈮（当日消印有

効）
応募・問合せ先＝ 秘 書 広 報 課（ 〒

610-0393〈住所不要〉、☎ 64-1320）

1 月 1 日～ 2 月 29 日は「はたちの献血」
キャンペーン期間です。科学が進歩した現
在でも、血液は人工的に造ることも長期保
存もできません。献血する人が少なくなり
がちな冬季、みなさんの善意が病気やけが
で苦しむ人の命をつなぎます。新成人のみ
なさん、この機会に献血しませんか？
場所＝全国各地の献血ルーム
問合せ先＝健康推進課（☎ 64-1335）

「お世話になった人へ」「将来の自分に
向けて」など、日ごろ伝えられない感謝の
気持ちや新成人の決意のメッセージを展示
します。
期間＝ 1 月 13 日㈬～ 20 日㈬午前 8 時

30 分～午後 5 時 15 分（土・日曜日を除く）
20 日㈬は午後 4 時 30 分まで。
場所＝市役所 2 階市民ロビー

市・教育委員会は、大人の仲間入りをす
る新成人の門出を祝うため、成人式を開き
ます。観覧はどなたでもできます。
時間＝午後 1 時～ 3 時
場所＝田辺中央体育館
対象＝平成 7 年 4 月 2 日～同 8 年 4 月 1

日生まれで、原則として本市に住民登録が
ある人 
内容＝▼成人式式典（第 1 部）▼新成人

スタッフがビンゴ大会・芸能人のステージ
などを企画する成人のつどい（第 2 部）

新年の第一歩として第 52 回新春甘南備
山初登りに参加しませんか。

整備されたハイキングコースにバイオトイ
レが設けられたことで、より快適な登山が楽
しめます。中学生以下にはプレゼントも用意。
また、京奈和自動車道高架下では、薪区婦人
部による甘酒などの販売もあります。
出発時間・集合場所＝▼午前 8 時 30 分・

JR 京田辺駅西口▼午前 9 時・薪小学校
小雨決行。
申し込み＝不要
問合せ先＝京田辺市文化協会（中央公民

館内、☎ 62-2552）

市消防団と消防本部は、消防活動支援隊・
自主防災組織・事業所の自衛消防隊の参加
協力で消防出初式を行います。日ごろの消
防隊の訓練成果の披露や、消防車両による
一斉放水などが見学できます。安全・安心
の要である消防団・職員の力強い動作に歓
声と拍手を送りませんか。
時間＝午前 9 時～ 11 時
場所＝田辺公園多目的運動広場（雨天の

場合は中央公民館）
内容＝式典・田辺中学校吹奏楽部の演奏・

消防隊員の訓練など
問合せ先＝消防本部 ( ☎ 63-7825)

感謝の気持ちや決意を展示
はたちの言葉　一筆啓上

はたちの献血キャンペーン
この機会に社会貢献を

図書館だより
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